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英 語・日本語 （同時通訳有） /  一般、高校生、上智大生 （入場無料）
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N o b e l  P e a c e  P r i z e
C o n f e r e n c e  i n  T o k y o

Respond ing to  the Threat
of  Nuc lear  Arms

日 本 被 団 協 のノーベル 平 和 賞 受 賞 を 機 に、核 兵 器 問 題 へ の関 心 が 世 界 的 に高まっています。

しかし現 在、国 際 社 会 は 冷 戦 後 最大の 核 使 用リスクに直 面 しています。 原 爆 投下 から80 年という歴 史 的な 節 目に、

ノルウェー・ノーベル 研 究 所 が 母 国 以 外で 初 のカンファレンスを東 京で 開 催。

核の 脅 威 を 乗り越える道 筋を共 に考え、平 和 への 理 解 を深 めませんか。

原 爆 投下から80年  ─ 今こそ、世 界が 直 面する核 の 脅 威 について考えよう

ノーベル平 和 賞カンファレンス  in Tokyo「核 兵 器の脅 威への対 応」

日 本 被 団 協  代 表 委 員

田 中  熙 巳  氏

「 日 本 被 団 協 の 歴 史と

  核 廃 絶 運 動 の 未 来 」

ノルウェー・ノーベル委 員 会  委 員 長

ヨルゲン・バトネ・フリードネス 氏

「 核のタブー」堅 持のために：

人 類 への 呼 びかけ

日 本 被 団 協  事 務 局次長

児 玉  三 智 子  氏

「 核 兵 器 も 戦 争もない

世 界 を 次 世 代 へ 」

Photo : Geir Anders Rybakken Ørslien

言語：英語・日本語（同時通訳有）

対象：一般、高校生、上智大生（入場無料）

実施形式：対面（ライブ 配 信あり）

主催：ノルウェー・ノーベル 研究所 

共催：日本被 団 協、上智大学 

一般お問い合わせ先：カンファレンス運営事務局

nobelconf-co @ sophia.ac.jp

参加方法：

対 面 参 加 希 望の方は、上智大学公式サイトから

事前登 録が必要です。 （ 無料・先 着順 ）

Web 申込You t u b e
上智大学公式
You Tube チャンネルで
ライブ 配信を行います。
※ ライブ配信の視聴は申込不要 

■  2025 年 7 月 27日 (日) 14 : 00 -16: 15 

■  上智大学四谷キャンパス６号館 101 教室
（千代田区紀尾井町 7-1） 

【  プログラム 】

◦  開会挨拶　サリ・アガスティン（上 智 学 院  理 事 長 ） 

◦  基調 講演

•  「核のタブー」堅持のために：人類への呼びかけ

　  ヨルゲン・バトネ・フリードネス（ノルウェー・ノーベル委員会 委員長）

•  「日 本 被 団 協 の 歴 史 と 核 廃 絶 運 動 の 未 来 」

　　田中 熙巳（日 本 被 団 協  代 表 委 員 ） 

•  「核 兵 器 も 戦 争 もな い 世 界 を 次 世 代 へ 」

　　児玉 三智子（日 本 被 団 協  事 務 局 次 長 ）

◦  上 智 大 学 管 弦 楽 団 による 記 念 演 奏

◦  スピーチ / パネルディスカッション

モデレーター ： クリスチャン・ベルク・ハルプヴィーケン
（ノルウェー・ノーベル研究所 所長）

アスレ・トーヤ（ノルウェー・ノーベル委員会 副委員長） 

秋山 信将  （一 橋 大 学 法 学 部  教 授 ）　 

中村 桂子（長 崎大学 核 兵 器 廃 絶 研 究 センター 准教授） 

小松 太郎（上智大学総合人間科学部 教授） 

総合司会   近藤 哲生（上智大学国際協力人材育成センター 所長） 

https://www.sophia.ac.jp/jpn/250727_nobelpeaceprize/
https://www.youtube.com/@SophiaAcJp

